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編
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要
求
に
応
じ
ま
す

村
民
の
皆
嫌
方
へ
Ψ

　
　
　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ぎ
い
ま
す

　
松
代
村
の
公
昆
館
も
生
れ
て

か
ら
聞
も
な
く
三
才
に
な
り
ま

す
。
こ
の
間
皆
様
の
御
協
力
に

よ
り
ど
う
や
ら
、
た
ど
ぐ
し

い
歩
み
を
し
て
今
旺
に
至
っ
て

む
り
ま
す
。
色
々
と
理
想
も
持

ち
又
輿
際
の
計
画
も
し
て
い
る

の
で
す
が
そ
の
十
分
の
7
b
輿

現
し
得
な
い
実
歌
で
、
、
耽
想
や

き
芯
き
し
で
い
ま
す
。

　
樹
今
年
度
よ
鯛
縣
指
定
公
民

館
に
決
定
さ
れ
た
り
t
ま
し
た

の
で
黒
暦
気
を
庖
ん
で
い
．
ま
す

　
然
し
年
と
共
に
事
業
の
方
も

大
分
軌
道
に
乗
つ
て
來
ま
レ
た

只
今
は
冬
季
定
期
講
座
開
催
中

で
こ
の
講
座
は
三
月
末
迄
五
日

置
ぎ
，
に
農
業
関
係
、
，
・
、
幣
般
教
養

と
多
方
面
蔦
宜
つ
で
村
内
村
外

の
各
專
湖
の
講
師
を
御
願
い
し

て
お
り
ま
す
。
其
の
他
成
年
式

村
民
レ
ク
リ
．
エ
r
シ
ヨ
ン
大
会

夏
期
大
学
、
文
化
祭
等
年
度
事

業
計
画
も
盛
沢
山
に
準
備
し
て

お
り
ま
す
。
．
こ
れ
を
全
て
輿
行

し
驚
』
せ
ま
す
様
皆
様
の
御
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
’

　
公
昆
館
図
書
も
現
在
三
六
五

冊
を
数
え
る
に
過
ぎ
す
心
細
い

極
み
で
す
が
出
來
る
限
り
充
実

を
図
ゆ
た
・
い
と
思
つ
て
い
ま
す

・
．
其
の
他
の
施
談
も
亦
同
じ
で

あ
、
り
ま
す
。
叉
ヒ
の
交
通
不
便

な
山
間
地
に
於
き
ま
し
て
は
公

民
館
活
動
が
ど
う
し
て
も
中
央

部
に
の
み
、
か
た
よ
り
勝
ち
に

な
ガ
易
い
と
い
う
と
に
悩
ま
さ

れ
て
い
い
る
の
で
す
が
何
と
か
し

　
　
　
ジ

で
之
，
の
難
路
を
打
開
し
て
全
村

民
喜
ん
で
い
た
鍵
廿
る
公
民
館

た
ら
し
め
る
べ
く
努
力
致
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
．
そ
こ
で
皆
檬

方
の
方
で
も
思
い
つ
き
の
点
は

ど
し
く
御
忠
告
御
投
書
下
ざ

る
様
聴
願
い
し
ま
す
。

・
次
に
こ
の
公
民
館
新
聞
は
出

稼
ぎ
で
他
郷
仁
あ
る
人
達
に
誇

逡
り
し
て
誇
り
ま
す
が
之
等
の

人
達
、
が
最
も
望
ん
で
居
ら
れ
る

事
は
多
分
故
郷
の
村
の
最
近
の

晶
ユ
ー
ス
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

ま
す
。
そ
宅
で
ど
ん
な
に
小
さ

な
事
柄
で
も
他
人
に
迷
惑
が
掛

ら
ぬ
も
の
で
し
た
ら
ど
■
し
く

お
知
ら
せ
下
さ
る
よ
う
お
願
い

L
ま
す
。

　
新
年
に
当
つ
て
皆
檬
に
御
挨

拶
勇
々
む
願
い
し
て
み
き
ま
す

　
最
後
忙
皆
檬
の
御
多
幸
を
所

り
、
共
々
明
る
い
村
作
り
に
い

そ
し
み
た
い
と
念
願
致
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
館
長
〕

熊
謡
鑛
雛
義

曇
偶
館
巡
何
文
庫
で

　
　
　
　
　
　
お
正
月
の
読
書
を
！
、

　
第
二
回
巡
同
文
庫
と
し
て
公

罠
舘
で
は
お
正
月
用
並
に
冬
期

間
の
利
用
の
た
め
に
縣
立
図
書

．
館
直
江
津
配
本
所
へ
連
絡
、
到

着
し
た
内
審
は
左
の
通
り
で
あ

．
る
。
、

　
．
貸
出
は
十
二
月
．
二
十
日
よ
り

実
施
の
予
定
で
あ
る
が
∀
巡
回

文
庫
と
し
で
、
各
学
校
区
毎
に

回
し
た
い
計
画
で
あ
る
。
－

．
・
－
△
巡
回
文
庫
の
内
客
▽
ー
卿

愛
育
の
玩
具
　
　
牛
島
義
友
著

ニ
ッ
の
地
球
　
　
－
，
与
田
準
一
著

嘆
き
出
す
は
少
年
群
看
森
延
男

愛
の
村
　
　
　
・
　
三
浦
清
｝

二
葉
亭
四
迷
論
　
　
中
．
村
光
夫

　
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
チ
ノ
て

日
本
海
流
　
，
　
山
由
克
郎
著

民
族
の
と
も
し
び
枯
原
煤
子
著

太
宰
治
現
代
長
篇
小
読
、
全
集

　
　
　
　
一

横
清
正
史

讐
雑
肥
料
羅
著
満
年
女
化
講
艶
蓮
、

ラ
ジ
オ
の
原
理
と
組
立
と
修
理

　
　
　
　
　
　
　
永
井
忠

二
号

吉
由
松
陰
・
．
　
』
丸
山
義
二
著
・

お
せ
ん
．
　
　
，
邦
枝
完
二

自
衣
作
業
　
　
中
本
た
か
子
著

山
け
い
に
生
く
惹
人
々

　
　
　
　
　
　
　
　
葉
山
嘉
樹

土
の
英
雄
　
　
　
　
鶴
由
知
也

坊
ち
や
ん
、
　
　
夏
目
そ
う
石

ス
エ
ズ
以
来
マ
ル
ク
ア
ヴ
ア
ン

街
か
ら
風
車
揚
べ

　
　
　
　
　
　
，
珊
口
大
学
訳
）

そ
峰
と
ろ
花

釈
尊
の
生
が
い
高
楠
順
次
郎
著

郷
土
義
人
傳
，

兇
童
々
．
う
た
え
る
詩
歌

　
　
　
　
　
　
　
百
田
減
示
治
著

亭
　
　
主
　
　
　
小
山
丙
薫
著

テ
ニ
ス
　
　
　
輻
田
雅
之
助
著

僕
の
農
園
研
究
毛
利
亮
太
郎
著

ス
ペ
ー
ド
の
女
王
　
紳
西
清
訳

建
設
省
要
覧
（
建
設
大
臣
官
房

　
　
　
　
　
　
弘
報
課
編
）

出
版
爲
控
、
亭
　
　
村
上
信
彦
著

俳
句
の
近
道
　
　
内
藤
鳴
雪
著

獅
子
文
六
現
代
大
衆
文
単
桑
渠

下
山
橋
災
害
復
奮
工
事

　
　
’
許
可
ご
な
ろ

乙
昨
二
十
三
年
夏
む
豪
雨
出

水
の
た
め
流
失
し
た
下
山
橋
は

受
の
後
復
旧
方
を
縣
へ
講
願
し

た
の
で
あ
つ
た
が
、
こ
の
程
許

可
の
内
命
が
あ
つ
た
φ
で
地
元

で
ぱ
直
に
請
願
に
付
し
融
雪
を
．

簾
、
で
工
事
に
着
手
す
る
段
取

と
な
つ
だ
9

　
　
　
ン

鉦事

濃
は
聡
額
五
十
三
万
円

で
あ
る

講
座
ヒ
圃
書
の
充
實
へ

　
　
　
活
動
期
を
迎
え
伽
公
民
舘

後
方
の
土

叙
醐
情
歌

織
田
信
長

蒼
　
　
龍

．
鴨
川
夜
話

　
　
立
野
信
之
著

川
端
康
成
自
選
婁

前
田
河
廣
一
郎
著

　
　
　
渡
辺
均
著

　
　
　
石
森
延
男

　
村
公
民
舘
蓮
営
審
議
会
は
去
る
十

二
月
三
日
役
場
で
開
か
れ
左
記
の
事
』

項
を
各
々
審
議
決
定
し
た
，

の
定
期
講
座
（
冬
期
〉
開
講
に
つ
や
て

　
計
画
は
下
表
の
通
う
で
あ
番
。
尚

ド
分
舘
に
於
て
の
闇
設
回
数
に
つ
い

　
て
も
笑
施
の
言
審
議
七
た

口
縣
指
定
公
民
舘
と
L
て
の
研
究
課

　
題‘
本
村
公
昆
舘
は
去
る
十
戸
且
三
日

，
文
化
の
日
を
ト
ル
て
昭
和
こ
十
六

　
年
度
に
於
け
る
縣
指
定
公
民
舘
と

　
な
η
た
る
た
め
研
究
課
題
に
っ
い

　
て
は
左
の
通
ゆ
決
定
を
み
て
、
、
縣

　
へ
報
告
す
る
畳
共
に
課
題
に
つ
栖

　
て
充
輿
、
研
究
努
力
す
る
事
と
菰

『
つ
た
。

．
▽
研
究
課
鷺

　
’
図
書
部
の
整
備
拡
充

　
■
民
主
團
体
と
の
連
繋
に
つ
・
い
て

　
　
運
営
審
議
会
充
実
に
つ
い
て

　
　
定
期
講
座
の
研
究
に
つ
い
て

　
、
公
民
舘
報
の
刊
行
研
究

　
　
公
民
舘
の
整
備
克
輿
菰
っ
い
て

日
公
民
舘
図
書
部
の
整
備
研
究
昭
和

　
廿
五
年
度
は
主
亡
も
て
青
年
暦
の

清
水
部
落
で

　
　
　
砂
防
請
願

今
よ
り
十
数
年
前
、
部
落
内

の
大
地
辻
り
で
数
戸
の
移
輔
家

屋
を
出
し
た
清
水
部
落
で
は
そ

の
際
施
行
し
た
林
務
砂
防
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

つ
て
『
時
く
い
止
め
た
も
の
』

月
を
経
る
に
從
つ
て
部
落
内
の

沢
々
に
は
深
堀
し
数
戸
の
宅
地

も
危
瞼
の
歌
態
と
な
つ
た
の
で

十
二
月
二
十
四
日
廣
川
松
代
砂

防
事
務
所
長
よ
り
現
場
の
覗
察

を
願
う
と
共
に
部
落
全
員
で
砂
．

防
工
事
施
方
を
講
願
し
た

向
2
5
，
1
2
5

『
璽
2
6
3
駁

慕
は
し
き
人
々

｛
併
せ
難
磯
欝
墾

要
望
を
充
分
に
考
慮
に
入
れ
運
嘗
．

に
努
め
て
來
た
が
ぞ
の
期
待
に
添

う
と
が
で
き
得
な
か
つ
た
差
を
遺

憾
と
す
る
廿
五
年
度
中
の
購
冊
．
．
、

数
は
五
九
冊
八
金
纈
七
五
輔
二
円

七
〇
銭
）
本
冬
期
澗
、
注
丈
済
額
八

○
○
○
円
で
あ
る
」

　
図
書
は
日
本
図
書
．
規
則
に
よ
り

分
類
し
声
図
書
の
整
備
と
利
用
者

の
閲
覧
の
便
な
ら
し
め
た
い
．
乏
研
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定
期
講
座
計
画

松
代
村
公
民
舘

講座外
3　　1
23〃　3

　　　　の

　　般

課
『
目
轍

輔
般
教
養

実
業
学
科

　
　噸
般
教
養

　
〃

　
　
実
業
学
科

趣
味
と

　
　
実
業

実
業
学
科

　
　
一
，
般
教
養

　
　
実
業
学
．

教
　
．
育

噸
般
教
養

実
業
璋
科

四
教
　
　
育

剛
般
教

輿
業
学
科

一
般
教
養

　
　
輿
業
学
科

ロ
　
　
ロ

喝
般
教
養

　
〃
　
〃

　
　
　
　
農

　
　
　
　
時

　　褒．　ぞ『果　　烈　一　　糞　　49疲震

、理糊生璽教憲健
業敬育業業花産業史　育法業エ事

趣味

娯
樂

実
業
学
．

庭
教
育

生
と
．

趣
味

産
加
工

・
〃　
　
業

庭
教
育

　
，
事

　
、
業
．

震選生蒔蔑餐
　活〃〃活　家　　家と
業挙庭蔓桑庭．

．
内
容
基
準
p

味
喰
と
醤
油
の
作
り
方

民
法
　
婚
姻
　
相
続

蜘趣

器
～
方

郷
土
史
に
つ
い
て
．

鶏
の
飼
い
方
㌔

生
花
の
見
方

蓑
に
つ
い
て

．
司
法
相
続
農
地
間
題

気
　
象
（
生
活
と
気
象
）

高
等
学
校
に
つ
い
て

衛
生
講
話

茶
道
と
作
法

か
郭
醐
馳
紅
騒
鵡

中
学
校
教
育
に
っ
い
て

村
の
予
算
に
つ
い
て

国
際
情
勢
に
っ
い
て

村
　
の
　
予
，
算

家
　
庭
　
の
　
躾

各
代
表
に
物
を
き
く
会

育
・
雛
’
の
指
・
導

品
評
会
幽
品
作
品
栽
培

各
代
表
に
物
を
き
く
会

次
期
の
選
挙
に
つ
い
て

品
評
会
受
賞
体
験
発
表

ー
囲
碁
と
將
棋
大
会
．

カ
ル
タ
．
大
会

公
民
舘
ま
つ
り

農各村蚕市農小各関村農市村中農万中淺高農万高郡鈴富農関部本蕎農西市一

・灘驚当蓑轡礁蓑裟灘織霧蹴
協者会長氏員男蹴氏局員氏局局員一論氏長局員論官．師師氏員氏侵長官員鍮氏・

耀．，’、』蝕 　夜　夜鍵嚢

役
　
　
　
　
場

公
　
民
　
舘
｝

ヘ
　
　
ヤ
ぢ

　
究
中
で
あ
る
。
，
　
，

タ
　
”
図
書
中
の
四
書
註
釈
全
書
は

タ松代
高
等
学
校
生
徒
の
参
考
図

　
書
之
し
て
剛
時
貸
与
す
る
事
に

　
し
た
。
、

　
　
巡
回
文
庵
も
そ
の
回
数
日
数
・

　
部
落
申
込
等
に
よ
り
今
冬
は
村

　
内
の
円
滑
な
る
実
施
を
し
た
い

　
方
針
で
あ
る
。

鱒
冬
期
講
座
併
設

　
　
覗
蕪
覚
教
育
の
一
端
・

　
　
第
一
の
冬
期
講
座
の
各
日
の

　
，
講
習
の
絡
了
后
幻
燈
映
写
を

　
　
以
て
研
究
中
で
あ
る
。

　
　
　
樹
こ
れ
に
つ
い
て
は
農
業

　
　
関
係
の
幻
燈
久
ト
リ
ツ
プ
を

　
　
入
手
し
幻
燈
を
も
つ
て
農
業

　
　
講
座
を
実
施
す
べ
く
、
月
下

　
　
努
力
中
で
あ
る
。
　
　
　
。
，

　
　
．
ナ
ト
コ
映
写
機
に
よ
る
C

　
・
I
E
映
画
は
新
年
度
の
計
一

　
　
は
噌
応
計
画
は
樹
て
た
が
｝

　
　
師
と
研
究
の
上
発
表
す
る
。

㈲
新
年
度
予
算
の
大
要
に
つ
い

　
　
て
ぴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
　
新
年
度
は
村
史
の
編
纂
に

　
　
着
手
し
た
い
方
鋭
で
郷
土
史
・

　
　
の
研
．
究
者
を
は
じ
め
、
古
典

　
文
典
の
保
有
せ
む
れ
あ
る
村

　
　
内
各
旧
家
の
方
々
へ
の
御
協

　
ヵ
を
お
願
い
す
る
事
と
し
、
．

ハ

｝｝

委
員
の
決
定
等
に
つ
い
て
は

舘
長
並
び
に
関
谷
哲
郎
氏

，
が
御
墨
力
下
さ
れ
る
事
に
な
ー

つ
た
。

殺
盗
〃
暴
行
！
ゆ
す
り
！

　
犯
罪
の
な
い
明
る
い
村
に

　
　
　
　
　
　
　
、
警
部
補
派
出
所
よ
ゆ

隔
ご
｝
噛
嫡
噛
剛
輌
咽
鴨
騨
…
關
鴨
閑
｝
言
＝
隅
隅
鳳
ξ
幅
｝
一
噺
閣
ぎ
鴇
一
一
u
綱
冨
蠕
一
噛
鞘
噺
薯
…
口
口
醐
幌
隔
ミ
一
岡
4
＝
藁
輌
一
雪
…
一
軸
（
冒
一
皇
書
喜
占
騎
葦
隻
陶
一
…
三
冒
隔
三
言
働
嘗
欄
蒼
旨
一
一
劇
＝
篶
芸
蓄
曼
＝
…
覧
御
軸
ξ
達
ξ
憲
三
誓
一
一
三
一
葦
三
嘗
＝
一
騨
‘
｛
三
三
酵
…
一
一
三
”
一
三
三
”
鳳
粘
三
＝
ξ
關
一
三
一
三
噛
一
一
三
三
鞠
一
＝
聞
一
”
三
三
一
一
胃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
｝

犯
罪
は
私
達
の
手
で
防
ぎ
ま
し

よ東
京
で
は
皆
さ
ん
方
の
樂
し
い

夢
路
を
辿
つ
て
お
ら
れ
る
、
間
に

も
洲
時
閲
に
何
件
と
い
う
割
合

で
恐
ろ
し
い
犯
罪
が
お
き
て
い

ぎ
す
、
何
故
こ
ん
な
に
多
く
り

一
豊
罪
が
蓼
る
の
で
し
よ
う
か
…

一
◎o
舷
鰐
讐
編
ゆ
縦
融

　
放
し
に
額
つ
て
い
る
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

◎
夜
遅
く
｝
人
歩
き
を
す
る

◎
土
藏
の
戸
が
開
い
て
い
る
■

◎
財
布
．
ば
買
物
袋
か
右
顔
を
出

ど
駄
餅
さ
ん
亙

方
は
あ
な
た
方
の
中
に
居
ら
塗

い
で
し
よ
う
か
“
．
．
　
…

あ
な
た
の
大
切
な
財
産
や
生
命

旧
夜
犯
罪
の
予
防
検
挙
に
つ
と

め
て
お
り
ま
す
が
皆
様
の
協
力

な
く
，
L
・
て
は
充
分
な
効
果
を

揮
す
る
ご
と
は
で
き
な
匝
の
で

あ
り
ま
す
。
｝
寸
し
た
資
料
の

提
供
や
証
言
が
大
ざ
な
事
件
の
．

解
決
の
端
緒
と
な
つ
た
事
例
が

沢
山
あ
り
ま
す
σ
、
犯
罪
の
な
い
．

明
る
い
生
活
を
も
た
ら
す
た
め

に
御
協
力
を
願
い
ま
す
。
一
・

叉
若
し
不
幸
に
し
て
犯
人
に
狙

さ
え
も
警
磐
と
犯
選
わ
塾
」
ら
現
場
を
そ
の
ま
』
に

目
を
光
ら
せ
で
八
方
か
ら
皆
さ
…
し
て
即
刻
警
察
に
お
知
ら
せ
下

ん
の
『
ス
キ
』
を
狙
つ
て
い
ま
凱
財
．
い
。
些
細
の
事
だ
と
思
つ
て

警
窪
潜
々
轟
鴬
稀
篭
契
2
襲
ら
ど
う
で
し

整
え
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
弗
つ
て
ま
う
想
ろ
し
い
悪
魔
は
必
小
次

の
獲
物
に
と
び
か
痴
う
て
ゆ
き

ま
す
。
『

ど
う
か
皆
さ
ん
た
壌
ざ
る
注
童

と
團
結
物
艦
よ
つ
零
ス
直
を

防
ぎ
警
察
に
協
ガ
も
て
｝
日
も

早
く
明
る
い
李
和
な
樂
し
い
日

本
を
築
こ
う
噂
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
歳
末
年
始
に
ぱ
犯
罪
が
例

年
急
激
に
櫓
加
し
で
い
ま
す
殊

に
最
近
の
金
詰
η
⑳
世
相
を
考

え
ま
す
と
噂
き
よ
う
悪
な
犯
罪

一
の
塑
参
く
な
皐
髪
え

颪
織
辮
蒲
畷

、
加
え
て
各
位
の
絶
大
な
御
協
力

が
な
け
れ
ぱ
事
故

期
す
事
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

お
互
に
日
常
生
活
に
細
心
の
注

ぬ
よ
う
に
特
段
の
御
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
¶

H
行
商
人
又
は
買
轟
人
等
で
見

意
を
沸
は
れ
て
犯
罪
に
か
』
至

の
絶
め
つ
は
㈲
就
渡
の
時
は
塗
丙
は
暗
く
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
な
れ
な
い
人
の
行
動
に
注
意
．
㈲
婦
女
子
の
深
夜
一
人
歩
き
は

o
し
ま
し
よ
う
　
　
　
　
　
　
｝
や
め
ま
し
よ
う

ω
戸
締
り
を
嚴
重
に
し
ま
し
、
よ

　
　
Q

　
ト
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

圏
不
審
者
を
目
撃
し
た
ら
駐
資

　
所
に
連
絡
し
て
下
さ
い
　
，
『

．
四
ゆ
す
り
、
か
た
り
、
暴
行
魚

　
あ
っ
た
場
合
は
速
か
に
近
く
｝

　
の
駐
在
所
に
届
け
ま
し
よ
う
．

　
外
は
明
る
く
し
、
賊
に
機
会

　
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
ま
よ
．

　
ト
つ

因
》
つ
ま
い
話
に
フ
ン
だ
ま
さ
れ

　
な
い
よ
う
い
相
手
方
の
行
動

　
や
、
話
に
注
意
し
ま
し
よ
う



、

昭和26．車1月’1e　
　
　
十
二
月
同
H
か
ら
寄
宿
舎
を

　
　
開
設
さ
東
た
が
村
予
算
も
多
少

　
　
雌
盤
既
切
で
、
盤
や
設
備
も

　
　
昨
年
よ
り
よ
く
な
つ
て
き
た
”

　
　
生
徳
た
ち
は
楡
快
に
共
同
生
活

　
　
を
初
み
ま
し
だ
、
・
．
デ
・
㌧

　
　
、
夏
期
遠
距
離
の
通
学
の
爲
勉

　
　
強
に
時
間
が
な
か
づ
た
の
で
あ

　
，
，
る
が
規
則
正
し
》
H
課
表
に
よ

　
　
ψ
勉
強
侍
間
ゐ
圃
乃
の
で
学
脅

　
　
成
績
を
あ
げ
よ
う
と
言
う
の
で

　
　
一
生
懸
命
で
あ
る
。

　
　
次
に
本
校
及
分
校
の
寄
宿
生

　
　
徒
の
数
を
示
す
と
，

　
　
李
　
校
　
男
子
二
九
名
本
館
に

　
　
　
　
　
牧
審

　
　
　
　
　
女
子
二
四
名
商
等
学

　
　
　
　
　
校
旧
校
舎
に
牧
客

　
　
孟
　
地
・
男
女
　
三
八
名
寄
宿

　
　
　
　
　
舎
に
牧
容

　
　
▼
中
学
校
本
館
落
成
託
念
日
に

　
　
　
テ
イ
ァ
パ
U
ソ
ン
の
ひ
露
会

　
　
穴
正
。
十
五
年
十
月
窺
松
代
小
学

　
　
校
の
ピ
ァ
ノ
が
購
入
さ
れ
た
の

　
　
で
．
吻
ル
ガ
ン
が
補
助
樂
器
と

　
■
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
。

　
　
こ
れ
を
中
で
は
今
ま
で
使
用
し

　
，
て
き
た
が
中
学
生
の
青
樂
教
育

　
　
に
は
不
充
分
で
あ
る
と
，
ピ
ァ
ノ

　
が
待
望
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

　
，
が
、
今
回
新
潟
縣
学
校
生
活
共

　
・
同
組
合
よ
り
デ
イ
ァ
パ
ー
ソ
ン

　
と
い
う
立
派
な
ピ
ァ
ノ
が
購
入

　
さ
れ
ま
し
た
去
る
十
二
月
二
十

　
五
H
松
代
申
学
校
独
立
校
舎
の

　
雛
欄
雛
籍
寧
駿
甦

　
情
操
教
育
の
嵌
陥
が
あ
げ
ら
れ
一

　
て
い
る
が
ピ
ァ
ノ
の
果
す
役
目

　
を
期
待
し
1
、
い
ま
す
．
　
　
｝

　
　
村
長
寄
宿
生
慰
間

　
　
去
る
十
二
月
十
八
日
、
柳
村

　
長
、
関
谷
政
唄
．
郎
村
会
議
員
は

　
両
親
の
も
と
を
離
れ
て
寄
宿
し
、

　
て
い
る
生
徒
の
撹
親
警
㎜

　
れ
た
、
村
長
さ
ん
の
豫
萱

　
を
い
た
Ψ
き
生
徒
は
感
激
し
工

　
　
忌
駿
す
る
様
誓
ぞ
茎

聞新舘民公代栂
露
馨
雑
雛
葵
凱

号14第ラ2‘

松
代
中
学
稜

’
冬
季
寄
宿
舎
開
設

◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
；
…
ー
…
：
◇

▼
十
二
月
二
十
入
日
第
二
学
塑

　
絡
業
式
を
行
う

去
る
十
二
月
二
十
八
日
第
二
学

期
の
絡
業
式
。
八
月
二
十
六
日

よ
り
十
二
月
二
十
八
旦
ま
で
授

業
日
数
九
十
八
日
、
十
一
．
一
月
二

十
九
日
よ
り
｝
月
八
日
ま
で
学

年
末
休
業
に
入
る

レ

み
ん
な
で
協
力

　
立
派
。
に
育
て
ま
し
よ
う

　
　
櫻
を
植
樹

松
代
柳
勇
吉
さ
ん
の
徳
行

　
混
沌
た
る
過
渡
期
の
肚
会
に

あ
・
つ
て
誰
し
も
が
税
金
の
話
を

持
出
し
、
米
債
を
評
し
、
人
心
動

揺
ρ
中
に
村
を
明
る
い
気
持
に

さ
そ
い
、
そ
の
徳
行
を
讃
え
ら

れ
て
い
る
話
が
あ
る
。

　
そ
れ
は
松
代
柳
勇
吉
さ
ん
で

あ
る
。
現
在
｝
部
公
職
に
も
在

妙
活
動
家
と
し
て
嘱
望
さ
れ
て

い
る
人
で
あ
る
Q

　
柳
さ
ん
は
数
年
前
よ
甑
美
し

い
村
造
り
に
腐
心
し
て
い
た
の
、

で
あ
る
が
こ
の
度
漸
く
そ
の
希

禦，

が
通
り
、
道
路
看
守
人
鈴
木

勝
太
郎
さ
ん
よ
り
縣
道
植
樹
の

許
可
手
続
を
依
頼
し
、
許
可
成

つ
た
の
で
去
る
十
一
月
十
四
日

丁
初
雪
の
前
日
。
鈴
木
勝
太
郎
さ

ん
宅
前
よ
り
廣
徳
寺
裏
縣
道
を

経
て
松
代
火
葬
場
入
口
ま
で
八

重
桜
と
吉
野
桜
を
交
互
に
二
間

牛
置
き
に
五
十
本
を
縣
道
の
右

側
に
。
長
命
寺
澁
海
川
堤
に
八

本
を
家
族
と
共
に
．
雪
室
に
塞
風

の
中
に
在
つ
て
植
樹
．
し
た
9

　
柳
さ
ん
は
成
樹
に
達
す
る
ま

で
の
冬
囲
い
や
消
毒
施
肥
等
そ

の
他
自
費
で
自
力
で
実
施
す
る

と
の
こ
で
あ
り
そ
の
行
爲
に
つ

い
て
は
誠
に
感
激
す
る
も
の
で

あ
乃
が
こ
の
桜
を
立
派
に
成
樹

・
と
な
る
ま
で
に
花
を
嘆
か
せ
る

た
め
に
｝
般
者
も
特
に
心
し
て

協
力
し
て
ほ
し
い
旨
村
長
さ
ん

も
語
つ
た
、
そ
し
て
左
の
事
を

守
り
ま
し
よ
う
。

の
濫
り
に
折
つ
た
り
根
こ
そ
ぎ

　
に
し
な
い
こ
と

り
牛
馬
や
山
羊
等
を
つ
な
が
な

　
い
こ
と

ω
牛
や
馬
を
桜
木
の
傍
ま
で
牽

　
か
ぬ
こ
と

㈱
そ
の
他
一
般
常
識
と
し
て
反
、

　
す
る
事
を
し
な
い
こ
と
、

知
ら
ぬ
方
は
損
を
す
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木

　
農
耕
の
皆
様
農
地
に
っ
い
て

の
法
律
が
攻
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
，
農
地
は
我
々
に
最
も
大
切
な

問
題
で
す
か
ら
新
し
“
法
令

よ
く
知
つ
て
お
く
こ
と
は
お
互

の
権
利
を
保
護
す
る
こ
と
で
す

　
近
い
内
に
部
落
へ
廻
つ
て
法

令
改
正
の
主
旨
を
読
明
申
上
げ

た
い
と
計
圃
し
て
居
レ
ま
す
が

大
体
殊
概
詮
を
本
紙
を
通
し
て

蓼
考
に
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

▽
ポ
政
令
関
係
農
地
改
革
法
令

百
農
地
の
時
債
は
七
月
三
十
日

「
㌦
難
駄
髪
眺
鱒
黛

　
強
制
買
牧
認
定
買
牧
に
該
当

　
す
る
農
地
牧
野
は
買
牧
し
な

　
い
9

日
今
後
は
左
記
に
よ
り
強
制
譲

　
渡
し
訟
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
、

⑦
七
月
三
十
｝
日
以
後
新
し
く

　
発
生
し
た
強
制
買
牧
の
対
照

　
と
な
つ
た
農
地

＠
自
農
法
で
買
受
け
た
農
地
で

　
自
作
を
止
め
る
土
地
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
初
三

◎
所
有
者
が
農
地
委
員
会
へ
強

　
制
譲
渡
の
申
告
を
し
た
．
農
地

四
農
地
を
買
受
け
る
精
農
の
賛

、
格
は
現
在
三
反
歩
以
上
を
耕

　
作
す
る
も
の
で
な
け
れ
ぱ
癒

　
ら
ぬ

㈲
農
地
又
は
農
地
以
外
の
土
地

　
の
債
格
は
七
月
三
十
剛
日
現

　
在
賃
貸
債
格
に
対
す
る

　
田
　
　
二
百
八
十
倍

　
畑
三
百
三
十
六
倍

　
宅
地
　
三
百
八
十
五
倍
．

　
農
地
及
宅
地
以
外
の
土
地
は

　
千
二
百
八
十
倍

因
強
制
譲
渡
計
画
に
よ
り
譲
渡

さ
れ
る
土
地
に
た
い
し
て
は
．

異
議
の
申
立
は
認
め
な
い

代
り
に
知
事
に
訴
願
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

改
正
法
の
内
容
は
概
暑
以
上
Q

如
く
で
あ
り
ま
す
が
詳
細
は
農

地
委
員
会
に
問
合
せ
下
さ
れ
た

い
、
樹
譲
渡
の
出
來
ぬ
土
地
は

国
で
買
受
け
る
の
で
あ
っ
て
国

、
で
強
制
譲
渡
さ
れ
た
土
地
は
自

作
農
創
設
で
売
渡
を
更
蕉
行
う

も
の
で
あ
る
。

C．P．宜

納
公
民
舘
便
り

▲
室
野
公
民
舘
の

　
　
　
は
な
よ
め
講
座
▼

　
室
野
公
蝿
館
で
は
昨
年
に
引

　
続
い
て
冬
季
間
、
花
嫁
講
座

　
と
し
て
左
の
計
画
に
よ
つ
て

F
実
施
し
て
い
る
。

期
聞
　
十
二
月
ー
｝
二
月
　
日
曜

　
・
で
除
く
毎
口
（
『
週
六
日
聞
）

講
座
内
容

，
①
未
婚
の
女
苧
を
対
象
と
し

　
　
て
い
る
。

　
⑨
洋
裁
．
痴
裁
を
・
王
課
目
．

翁
生
理
衛
生
　
　
　
　
㎜

　
　
姫
産
婦
の
衛
生

　
　
育
兄
に
つ
い
て

｝　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
④
農
港
関
す
轟
習
㎜

天、

要
は
右
の
逓
り
で
あ
る
が
奴
、
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

奈
川
村
民
の
こ
れ
に
対
す
る
期

待
は
大
き
く
、
隣
村
山
李
村
か

ら
も
講
脅
に
來
て
い
る
。
・

▲
浦
田
村
公
民
舘
▼

　
　
多
期
畏
期
、
講
座
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